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企
画
課
で
は
新
年
度
の
集
落
総
会
に
お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
関

す
る
現
在
の
状
況
や
課
題
、
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
時
間

を
頂
き
、
今
連
載
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
し
、
住
民
の
皆
様
方
に
諸
課
題

解
決
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
年
遅
れ
に

な
っ
て
い
る
事
を
第
一
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
希
少
動
植
物
の
保
護

対
策
、
国
定
公
園
内
の
開
発
行
為
は
手
続
き
が
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。

世界自然遺産登録への歩み　第 15回

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
現
在
の
状
況

年内の国立公園指定に向けて
〈国立公園指定を経て世界自然遺産へ〉
（昨年度当初）平成 26 年国立公園の指定、ユネスコ世界遺産
センターへの推薦準備作業

↓
（今年度現在）平成 27 年国立公園の指定、ユネスコ世界遺産
センターへの推薦準備作業

↓
平成 28 年 1 月（目標）ユネスコ世界遺産センターへ推薦書
の提出

↓
平成 28 年夏（目標）ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）による
現地調査

↓
平成 29 年夏（目標）世界遺産委員会の審査（登録の可否決定）

希
少
動
植
物
の
保
護
と
国
定
公
園
内
の
手
続
き

希
少
動
植
物
の
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
、「
広
報
と
く
の
し
ま
」

の
６
月
号
で
、「
島
の
希
少
な
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
に
」
と

題
し
、
島
内
３
町
で
定
め
た
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
条
例
と
指

定
種
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
定
公
園
内
の
手
続
は
、「
広
報
と
く
の
し
ま
」
５
月
号

の
紙
面
の
「
国
定
公
園
内
で
の
行
為
に
つ
い
て
」
で
ま
と
め
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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○
ゴ
ミ
等
を
捨
て
な
い
で
、
美
し
い
浜

辺
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

里
久
浜
に
車
が
乗
り
入
れ
、
目
印
が

立
て
ら
れ
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場

所
が
荒
ら
さ
れ
た
際
に
、
町
で
は
注
意

を
促
す
看
板
を
建
て
、
進
入
を
禁
止
す

る
た
め
の
チ
ェ
ー
ン
を
設
置
し
ま
し

た
。今

期
も
、
県
希
少
野
生
動
植
物
保
護

推
進
員
や
住
民
有
志
が
産
卵
状
況
の
確

認
や
産
卵
場
所
の
保
全
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

※
自
然
保
護
等
に
関
し
て
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

徳
之
島
町
役
場
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

担
当
：
遠
藤

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

３
年
前
ま
で
は
、
徳
之
島
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
数
や
産
卵
数
に

関
す
る
本
格
的
な
調
査
は
手
付
か
ず
の
状
態
で
し
た
が
、
２
年
前
か
ら
本

格
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
徳
之
島
で
も
多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が

上
陸
及
び
産
卵
に
訪
れ
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
や
ふ
化
を
観
察
し
環
境

教
育
等
に
生
か
そ
う
す
る
方
々
が
増
え
て
い
る
一
方
、
観
察
す
る
際
の
マ

ナ
ー
や
日
頃
の
保
全
対
策
の
向
上
な
ど
が
、
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、鹿
児
島
県
本
土
で
は
、ウ
ミ
ガ
メ
に
よ
る
噛
み
つ
き
被
害
が
生
じ
、

注
意
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
噛
み
つ
き
被
害
に
つ
い
て

南
さ
つ
ま
市
の
吹
上
浜
で
、
横
転
し

た
ウ
ミ
ガ
メ
を
助
け
よ
う
と
し
た
一
般

の
方
が
、
カ
メ
に
手
首
を
噛
ま
れ
怪
我

を
す
る
と
い
う
事
案
が
生
じ
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
は
噛
む
力
が
強
く
、
身
の

危
険
を
感
じ
た
際
な
ど
に
は
、
目
の
前

に
あ
る
物
に
噛
み
つ
く
習
性
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
近
づ
く
に
際
に

は
、
口
元
に
手
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
加
え
て
、
次
の

点
に
留
意
し
保
護
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

ウ
ミ
ガ
メ
観
察
時
の
注
意
事
項

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
人
の
姿
を
見
つ
け
た

り
明
る
い
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
た
り
す

る
と
、
産
卵
場
所
を
探
す
の
を
止
め
て

海
に
引
き
返
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
急
に
近
づ

い
た
り
せ
ず
、そ
っ
と
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
ま
え
た
り
、
卵
を
掘

り
起
こ
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
県
の

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
す
る
時
は
、
赤
色

ラ
イ
ト
か
赤
い
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た

電
灯
を
使
用
し
、
騒
い
だ
り
せ
ず
静

か
に
観
ま
し
ょ
う
。

○
海
岸
で
闘
牛
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
際
は
、
牛
が
産
卵
場
所
に
入
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所

注意喚起のため設置された看板と車等
乗り入れ禁止のチェーン（里久浜）

毎
月
掲
載
し
て
お
り
ま
す
、「
町
内

史
跡
巡
り
」
は
、
都
合
に
よ
り
今
月

は
休
載
い
た
し
ま
す
。

次
号
よ
り
、順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
５
月
16
日
、

「
平
成
27
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
開
講

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
で
７
年
目
と
な
る
学
士
村
塾

は
、
町
内
小
中
学
生
の
１
８
６
名
の
児
童

生
徒
が
受
講
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
亀
津
地
区
で
開
設
さ
れ
た

「
平
日
の
部
」
は
、
本
年
度
は
３
教
室
に

増
設
。
鹿
児
島
大
学
生
等
の
講
師
に
よ
る

夏
休
み
の
向
学
塾
を
開
催
す
る
な
ど
、
教

育
環
境
の
更
な
る
充
実
を
目
指
す
予
定
で

す
。

学士村塾開講式
教育力の格差をなくそう

２
年
生
か
ら
井
之
川

教
室
に
参
加
し
、
毎
週

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ

う
。「
６
年
生
に
な
っ

た
今
年
は
、
小
さ
い
子

に
色
々
教
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

神
之
嶺
小
学
校
６
年
生　

琉　

弘
樹
さ
ん

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
５
月

25
日
、「
第
26
回
金
婚
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
金
婚
を
迎
え

る
夫
婦
16
組
の
う
ち
８
組
が
出
席

し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

金
婚
者
代
表
の
永
川
政
友
さ
ん

は
、
夫
婦
で
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
、
健
康
に
長
生
き
し
た
こ

と
に
感
謝
。「
こ
れ
か
ら
は
、様
々

な
こ
と
を
後
継
者
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
尽
力
し
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

乾
杯
後
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
余
興
が
次
々
と
披
露
さ

れ
、
参
加
者
み
ん
な
で
金
婚
を
祝

い
ま
し
た
。
金
婚
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
仲
良
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
り
添
い
歩
ん
で
50
年

～
第
26
回
金
婚
式
～

正
岡　

徳
夫
さ
ん

　
　
　

利
さ
ん
夫
妻

福　

清
志
さ
ん

　
　

キ
ミ
さ
ん
夫
妻

永
川　

政
友
さ
ん

　

多
鶴
子
さ
ん
夫
妻

池
田　

健
二
さ
ん

　

キ
ヨ
子
さ
ん
夫
妻

秋
山　

龍
雄
さ
ん

　

ユ
リ
子
さ
ん
夫
妻

南　

栄
男
さ
ん

　

美
津
子
さ
ん
夫
妻

藤
郷　

光
秀
さ
ん

　
　

和
子
さ
ん
夫
妻

高岡秀規町長から表彰状を受け取る徳田昭弘さん洋子さん夫婦
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●● ● Town news

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
之
島
夢
振
興
会
議
の
代

表
８
名
が
徳
之
島
へ
帰
郷
。
５
月
22
日
に

徳
之
島
町
役
場
を
訪
れ
、
行
政
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

夢
振
興
会
議
は
、
徳
之
島
の
物
産
販
売

や
東
京
で
の
徳
之
島
観
光
物
産
フ
ェ
ア
、

徳
之
島
で
の
植
樹
や
花
植
え
の
フ
ラ
ワ
ー

運
動
な
ど
に
13
年
間
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。来

庁
し
た
同
会
議
代
表
は
徳
之
島
出
身

者
と
し
て
、
彩
り
豊
か
な
故
郷
を
望
み
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
花
の
咲
き
誇

る
「
き
ゅ
ら
し
ま
づ
く
り
」
を
期
待
。
地

元
側
の
意
見
と
し
て
、
植
樹
後
の
管
理
体

制
整
備
が
課
題
と
訴
え
ま
し
た
。

役
場
来
庁
後
、「
フ
ラ
ワ
ー
観
光
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
、
島
在
住
の
会
員
や
協
力

者
と
の
交
流
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

「夢」振興会議帰郷
彩りゆたかな故郷へ

重
岡
堯
夫
さ
ん
が
瑞
宝
小
綬
章
を
受
勲

し
、
役
場
町
長
室
で
５
月
25
日
、
高
岡
秀

規
町
長
に
そ
の
栄
誉
を
報
告
し
ま
し
た
。

重
岡
氏
は
、
昭
和
33
年
県
立
徳
之
島
高

校
を
卒
業
後
、
東
京
都
港
区
芝
三
田
松
坂

郵
便
局
に
就
職
。
そ
の
後
、
40
年
間
旧
郵

政
省
で
勤
務
し
ま
し
た
。
郵
便
貯
金
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
初
期
開
発
段
階
か
ら

サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
、
国
民
生
活
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
分
野
に
従
事
。「
全
国
各
地
の

利
用
者
通
帳
に
、
自
分
の
定
め
た
記
載
が

印
字
さ
れ
る
こ
と
が
特
に
う
れ
し
か
っ
た

思
い
出
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

現
在
は
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

長
の
他
、
地
元
北
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会

長
や
徳
之
島
「
夢
」
振
興
会
議
の
徳
之
島

事
務
所
長
を
務
め
、
精
力
的
に
地
域
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
今
後
は
明
る

い
長
寿
社
会
実
現
に
尽
力
し
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
話
し
ま
し
た
。

重岡堯夫氏に瑞宝小綬章
郵貯オンライン化に多大な貢献

天
城
町
の
天
城
小
学
校
体
育
館
で
５
月

24
日
、「
徳
之
島
さ
と
う
き
び
振
興
大
会

並
び
に
さ
と
う
き
び
感
謝
デ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
生
産
農
家
と
関
係
者
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、「
増
産
で
経
済
の

活
性
化
を
図
ろ
う
」
と
気
勢
を
上
げ
ま
し

た
。大

会
は
、
徳
之
島
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
対

策
本
部
長
の
高
岡
秀
規
徳
之
島
町
長
が

「
面
積
拡
大
を
重
要
視
し
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
単
収
向
上
へ
取
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
開
会
。
今
期
製

糖
経
過
報
告
で
、
南
西
糖
業
の
田
村
順
一

社
長
は
「
平
成
26
年
期
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

量
は
、
面
積
は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
台
風

被
害
や
病
害
虫
被
害
な
ど
に
よ
り
低
迷
。

徳
之
島
の
農
業
の
要
で
あ
る
さ
と
う
き
び

産
業
存
続
の
た
め
に
、
単
収
向
上
と
面
積

拡
大
を
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

さとうきび生産振興大会
単収向上を目指して

町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
５
月
30

日
、「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大

会
軟
式
野
球
競
技
南
三
島
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
。「
第
43
回
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
軟
式
野
球
競

技
大
会
」
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
岡
前
と
の
１
回

戦
で
、
３
回
裏
に
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
が
続
き

４
失
点
。
そ
れ
で
も
、
選
手
た
ち
は
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
活
か
し
た
堅
い
守
備
と
粘
り
強

い
攻
撃
を
見
せ
ま
し
た
。
最
終
回
で
６
対

６
の
同
点
に
追
い
つ
く
と
、
判
定
戦
で
11

対
６
と
逆
転
し
決
勝
へ
進
出
。

和
泊
リ
リ
ー
ズ
と
の
決
勝
戦
で
は
、
積

極
的
な
攻
撃
を
展
開
。
島
内
の
他
チ
ー
ム

の
声
援
を
受
け
、
０
対
４
で
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

ファイターズ、南三島大会優勝
苦境で輝くそれぞれの個性
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「
２
０
１
５
年
度
徳
之
島
３
町
空
手
道

大
会
・
南
三
島
交
流
会
」
が
５
月
24
日
、

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
１
２
５
名
が
、

形
と
組
手
の
個
人
、
団
体
戦
に
出
場
し
、

優
勝
を
目
指
し
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し

ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
団
体
形
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部
：
敬
空
館

Ａ　

▽
小
学
高
学
年
の
部
：
敬
空
館
Ａ

〈
女
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部
：
敬
空
館

Ａ　

▽
小
学
高
学
年
の
部
：
敬
空
館
Ａ　

▽
中
学
の
部
：
敬
空
館
Ａ

町スポーツ少年団交歓大会・サッカー競技
巧みなパスで亀徳が優勝

徳之島 3町空手道大会・南 3島交流大会
勝利をかけ熱戦！

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
、

徳
之
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
、
亀
徳
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
、
３
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

亀
徳
チ
ー
ム
は
、
個
人
の
強
靭
な
突

破
力
と
、
ゴ
ー
ル
前
で
の
巧
み
な
パ
ス

ワ
ー
ク
を
活
か
し
亀
津
Ｆ
Ｃ
か
ら
５
点
、

母
間
か
ら
13
点
を
無
失
点
で
獲
得
。
引

き
分
け
の
花
徳
チ
ー
ム
に
得
失
点
差
９

点
を
つ
け
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

第
１
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
２
位
：
花
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位
：
亀
津
Ｆ
Ｃ

第
４
位
：
母
間
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
団
体
形
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部　

▽
小
学
高
学
年

の
部

【
個
人
形
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
幼
児
：
福
清
右
史
郎　

▽
小
学
２

年
：
米
良
幸
之
助　

▽
小
学
４
年
：
吉
本
翔

大　

▽
小
学
６
年
：
米
良
爽
太
郎　

▽
中
学

１
年
：
米
山
航
生

〈
女
子
〉
▽
小
学
４
年
：
中
江
姫
乃　

▽
小
学

５
年
：
清
原
槙　

▽
小
学
６
年
：
上
木
梨
乃　

▽
中
学
１
年
：
濱
崎
ひ
な
の　

▽
中
学
２
年
：

向
井
由
貴

【
個
人
組
手
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
幼
児
：
太
悠
貴　

▽
小
学
２
年
：
上

山
漣　

▽
小
学
５
年
：
前
倫
太
郎　

▽
中
学

１
年
：
米
山
航
生　

▽
中
学
３
年
：
市
来
琢

磨
〈
女
子
〉
▽
小
学
６
年
：
上
木
梨
乃　

▽
中
学
２

年
：
向
井
由
貴　

▽
中
学
３
年
：
嶺
山
歩
美
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町スポーツ少年団交歓大会・バレーボール競技
チームワークの亀徳 5 年ぶりに優勝！

町スポーツ少年団交歓大会・ソフトボール競技
ファイターズが二冠を獲得

「
町
ス
ポ
少
交
歓
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
」

は
５
月
31
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

亀
徳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
五
年

ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
が
粘
り
強
い
プ
レ
ー

を
見
せ
る
も
、
亀
徳
が
確
実
に
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ

防
衛
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
加
え
鋭
い
ア
タ
ッ
ク
で

積
極
的
な
攻
撃
を
展
開
し
ま
し
た
。
セ
ッ
ト
カ
ウ

ン
ト
０
対
２
で
亀
徳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
大
会
を
制
覇
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

第
１
位
：
亀
徳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
２
位
：
ウ
ィ
ン
グ
ス

第
３
位
：
亀
津
ユ
ニ
テ
ィ

第
３
位
：
母
間
・
花
徳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

「
徳
之
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」
が
６
月
13
日
、

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
４
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
、

同
大
会
軟
式
野
球
競
技
と
合
わ
せ
二
冠
を

獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
１
位
：
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
２
位
：
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

第
３
位
：
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス

第
４
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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山
集
落
は
、
山
里
・
内
千
川
・
港
川
の
三
地
区
か
ら
な
る
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
集
落
。
集
落
の
東
側
に
は
、

太
平
洋
に
島
内
屈
指
の
湾
を
望
む
な
だ
ら
か
な
海
岸
が
続
き
、

西
側
に
は
、
天
城
岳
や
三
方
通
岳
が
そ
び
え
、
海
と
山
に
挟
ま

れ
る
よ
う
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
い
湾
の
中
に
あ
る
山
漁
港
は
、
流
れ
が
穏
や
か
で
、
釣
り

人
に
人
気
。
夏
に
は
ハ
レ
ー
舟
大
会
、
冬
に
は
手
々
ま
で
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
自

治
会
や
消
防
団
を
中
心
に
大
会
を
盛
り
上
げ
、
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

天
城
岳
な
ど
へ
つ
な
が
る
林
道
で
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
な
ど
の
多
く
の
動
植
物
が
生
息
自
生
し
て
い
ま
す
。

集
落
内
で
は
、「
豊
年
祭
」
や
「
漁
な
く
さ
み
」
な
ど
の
伝
統

行
事
が
行
わ
れ
、
三
地
区
が
住
民
総
出
で
参
加
し
ま
す
。
伝
統

を
重
ん
じ
、
集
落
内
の
絆
を
深
め
る
大
切
な
行
事
で
す
。

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．1

山集落

「
山
だ
よ
り
」
は
昭
和
54
年
か
ら
年
４
回

発
行
さ
れ
る
集
落
自
慢
の
刊
行
物
。

島
外
の
集
落
出
身
者
へ
発
送
も
さ
れ
て

お
り
、
山
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
ニ
ュ
ー
ス
を

多
く
の
人
に
届
け
て
い
ま
す
。

毎年、お盆頃に開催される
ハーレー舟大会

■
人
口
：
１
９
４
人

■
世
帯
数
：
３
６
３
戸

山
集
落
は
徳
之
島
の
東
北
に
位
置
し
、

海
や
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地

で
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
で
は
、仲
間
と
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
楽
し
む
人
や
応
援
す
る
集

落
の
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す

集落総出の伝統行事。豊年祭や漁なくさ
みなど３地区が協力して開催

伝統行事

山だより
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7/15
～

8/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
７
月
15
日

狩
猟
免
許
更
新

（
町
役
場
３
、
４
階
会
議
室
）

■
７
月
17
日

町
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

一
学
期
終
業
式

■
７
月
18
日
～
19
日　

　

第
56
回
大
島
地
区
大
会

サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

■
７
月
22
日　

小
学
校
水
泳
記
録
会

（
総
合
運
動
公
園
内
プ
ー
ル
）

■
７
月
26
日　
　

14
時
～

町
地
女
連
芸
能
大
会

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
８
月
６
日　
　

10
時
～

月
遅
れ
七
夕
ま
つ
り
お
は
な
し
会

（
図
書
館
ロ
ビ
ー
）

■
８
月
８
日
～
９
日

ど
ん
ど
ん
祭
り

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

選挙

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
日
程
等
に
つ
い
て

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

平
成
27
年
度
７
月
24
日
任
期
満
了
を
迎
え
る
徳
之
島
町
長
選
挙
・

欠
員
に
よ
る
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
日
程
が
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

■
立
候
補
届
出
受
付　
　
　
　

平
成
27
年
７
月
７
日

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
（
役
場
第
３
会
議
室
）

■
投　

票　

日　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
７
月
12
日

　
　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で　
　
　
（
各
投
票
所
に
て
）

■
開　

票　

日　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
７
月
12
日

　
　
　
　

午
後
８
時
～　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

投
票
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
方
は
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
７
月
８
日
～
11
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で
（
役
場
選
挙
管
理
委
員
会
）

町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

問
相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希

望
の
方
は
７
月
７
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
27
年
７
月
14
日
（
火
）　

12
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

狩
猟
免
許
試
験
開
催
に
あ
た
っ

て
試
験
前
日
に
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
講
習
会

【
日
時
】

平
成
27
年
７
月
25
日(

土)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎
本
館
４

階
会
議
室

第
２
回
講
習
会

【
日
時
】

平
成
27
年
８
月
29
日(

土)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎
本
館
４

階
会
議
室

奄
美
市
大
島
支
庁
に
て
狩
猟
免

許
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
試
験

【
日
時
】平
成
27
年
７
月
26
日(

日)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎

【
書
類
受
付
期
間
】

平
成
27
年
６
月
15
日(

月)

～
平
成
27
年
７
月
10
日(

金)

第
２
回
試
験

【
日
時
】平
成
27
年
８
月
30
日(

日)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎

【
書
類
受
付
期
間
】

平
成
27
年
７
月
21
日(

火)

～
平
成
27
年
８
月
14
日(

金)

※
申
請
方
法
や
手
数
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
場
農
林
水
産
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
農
林
水
産
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

狩猟

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許

免
許
試
験
及
び
試
験
講
習
会
に
つ
い
て

問
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住宅

あ
な
た
の
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す

平
成
27
年
度
徳
之
島
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
ご
案
内

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　１５％
対象工事費の

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の

改修
・台所、トイレ、浴室、洗面所の

改修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）
・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事
・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

徳之島町では、住宅の長寿命化、質の向上と併せて地域経済の活
性化、雇用の安定化を図るため、町民が町内の施工業者を利用して、
個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助します。

★同一住宅、同一人につき、「一回限り」の補助です。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個
人専用部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個
人業者

※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できる
こと。（原則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届
いてから着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完
了住宅は認められません。）

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

７月 1 日（水）
～

８月 31 日（日）

徳之島町役場
2 階（海側）

建設課

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 5 件 平成 28 年 2 月 29 日

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を行い、補助対象者を決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 2 階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町ＨＰからも
入手できます。

徳之島町木造住宅耐震診断助成事業との併用
昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅の耐震診断の補助も、

昨年度から実施しています。
上記の募集期間によらず申し込みができます。
補助金は、対象額の３分の２で、限度額は８９, ２００円となっています。

町
建
設
課

建
築
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
５
３
）

問
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電算

無
料
教
室
開
催
で
、
初
心
者
で
も
安
心
！

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
よ
う

光
回
線
と
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

回
線
の
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
や
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
と
比
べ
る
と
信
号
の
減

衰
が
少
な
く
、
ノ
イ
ズ
の
干
渉
に
非
常
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し

て
光
回
線
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
デ
ー
タ
通
信
速
度
の
速
さ
で
、
最
大

１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と
い
う
速
度
で
動
画
の
視
聴
や
音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
、高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
事
も
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
で
す
。

新
た
に
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
や
ｈ
ｕ
ｌ
ｕ
、
Ｇ
ｙ
ａ
Ｏ
！
、
ア
ク
ト
ビ
ラ
で

好
き
な
映
画
を
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。
店
が
遠
く
て
も
、
外
が
雨
の
日

で
も
出
か
け
な
く
て
も
大
丈
夫
！
！
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ネ
ッ
ト

に
つ
な
ぎ
、
安
定
し
た
通
信
で
そ
の
ま
ま
視
聴
で
き
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
で
は
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
が
機
種
特
有
の
問
題

に
よ
っ
て
利
用
が
出
来
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
映
画
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ト
は
一
部
無
料
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

有
料
に
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
個
々
の
契
約
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

亀
津
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
シ
ナ
プ
ス
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
亀
津
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
問
い
合
わ
せ
窓
口　

☎ 

82
―
０
８
１
８

■
シ
ナ
プ
ス
お
問
い
合
わ
せ
窓
口　

☎
０
１
２
０
―
４
７
２
４
―
５
５

（
※
徳
之
島
町
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
申
し
込
み
が
出
来
る
エ
リ
ア

は
、
亀
津
地
区
、
亀
徳
地
区
の
一
部
に
な
り
ま
す
。）

初
心
者
向
け
無
料
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
下
記
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

未
経
験
者
大
歓
迎
！
！
講
師
が
生
徒
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
親

切
、
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆タブレット教室　（定員５名）
＜前半日程＞７月１４日（火）・１５日（水）・１６日（木）
＜後半日程＞７月２１日（火）・２２日（水）・２３日（木）
※前半日程と後半日程の講座内容は同じです。いずれかの日程をお

選び下さい。

☆パソコン教室（定員８名）
＜日程＞７月２８日（火）・２９日（水）、８月４日（火）・５日（水）
＜講座内容＞端末の基本操作・文字入力の練習・インターネットや

様々なアプリの便利な使い方など
＜時間＞毎回１９：００～２０：００
＜受講料＞無料！！（もちろんパソコンもお貸ししますので、手ぶ

らでご参加いただけます）
＜場所＞徳之島町「亀津インターネット」内教室にて行います
＜ご予約・お問い合わせ＞亀津インターネット☎８２－０８１８
※先着順です。満員の場合はお断りする場合もございます。ご了承

ください。

町
総
務
課　

電
算
係　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

問

☆
光
回
線
と
は
？

☆
常
時
安
定
し
た
大
容
量
通
信
!!

☆
光
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
？

☆
初
心
者
で
も
安
心

無
料
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
!!

近
年
、
徳
之
島
島
内
に
お
い

て
、
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
は
、
葉
の
色

が
変
色
し
始
め
る
な
ど
の
兆
候

が
現
れ
た
後
で
は
、
枯
れ
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

松
が
健
全
な
内
に
薬
剤
の
散
布

や
注
入
等
の
施
行
が
効
果
的
で

す
。こ

の
薬
剤
は
、
森
林
組
合
に

て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

庭
松
の
保
全
を
希
望
す
る
方
は

左
記
連
絡
先
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。徳

之
島
地
区
森
林
組
合

☎
82
―
１
４
２
９

松
く
い
虫
被
害
に

注
意
!!

問
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１
．
景
観
行
政
団
体
と
な
る
趣
旨

徳
之
島
は
奄
美
群
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
の
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少

動
植
物
が
生
息
す
る
山
岳
と
森
林
が
中
央

部
に
連
な
り
ま
す
。
そ
の
す
そ
野
に
広
が

る
耕
地
は
面
積
で
奄
美
群
島
随
一
を
誇

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
育
み
、
島

周
辺
を
取
り
囲
む
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
サ

ン
ゴ
礁
が
豊
か
な
恵
み
を
も
た
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
文
化
財
・
伝
統
空
間
な
ど
の
多

く
の
魅
力
的
な
景
観
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

お
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
も
見
据
え
、

多
く
の
魅
力
的
な
自
然
景
観
、
伝
統
的
景

観
、
都
市
景
観
の
保
全
と
活
用
、
こ
れ
ら

と
調
和
し
た
良
好
な
景
観
を
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
住
民
と
事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
て
景
観
づ
く
り
へ
取
り
組

み
、
町
民
の
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育

む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

島
内
３
町
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
施
策

と
と
も
に
住
民
一
人
ひ
と
り
が
景
観
づ
く

り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
も

ち
、
当
市
の
景
観
を
守
り
育
み
な
が
ら
誰

か
ら
も
愛
さ
れ
る
街
を
創
造
し
て
い
く
た

め
、
平
成
27
年
６
月
１
日
を
も
っ
て
景
観

行
政
団
体
と
な
り
、
必
要
か
つ
求
め
ら
れ

る
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

２
．
景
観
行
政
団
体
と
は

景
観
行
政
団
体
と
は
、「
景
観
法
（
平
成

16
年
法
律
第
１
１
０
号
）」
に
基
づ
く
景

観
行
政
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
方

公
共
団
体
の
こ
と
で
す
。
都
道
府
県
及
び

政
令
市
・
中
核
市
は
自
動
的
に
景
観
行
政

団
体
に
な
り
、
そ
の
他
の
市
町
村
は
都
道

府
県
と
の
協
議
に
よ
り
景
観
行
政
団
体
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
鹿
児
島
県
が
主
体
と
な
り

景
観
行
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
各
町
が
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
、「
景
観
法
第
98
条
第
２
項
」
の
規
程

に
よ
り
鹿
児
島
県
と
協
議
を
終
え
、
県
内

市
町
村
で
35
・
36
・
37
番
目
の
景
観
行
政

団
体
と
な
り
ま
し
た
。
景
観
行
政
団
体
と

な
る
こ
と
で
、
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る

く
ら
し
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
町
全
体

の
将
来
発
展
に
繋
が
る
総
合
的
な
風
景
・

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

３
．
景
観
行
政
団
体
に
な
る
と
変
わ

る
こ
と
は

島
内
の
景
観
は
、
景
観
法
や
鹿
児
島
県

景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
整
備

や
保
全
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
島
内
３

町
が
景
観
行
政
団
体
に
な
る
と
、
独
自
で

策
定
し
た
計
画
に
沿
っ
て
整
備
や
保
全
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
景
観
保
全
の
た
め
の

規
制
誘
導
や
地
域
住
民
の
自
発
的
な
保
全

活
動
、
景
観
保
全
に
対
す
る
要
望
へ
の
対

応
の
迅
速
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

４
．
景
観
計
画
や
条
例
の
方
向
性
は

島
内
３
用
の
景
観
計
画
は
、
多
く
の
魅

力
的
な
景
観
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
景
観
資
源
や
新
し
い
建
物
等
が

調
和
し
た
景
観
の
保
全
と
創
出
に
向
け
た

根
本
的
な
指
針
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
景

観
条
例
は
、
魅
力
的
な
景
観
資
源
等
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
景
観
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
に
一
定
の
制
限
行
為
を
設
け
、
景

観
計
画
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
取
り

決
め
を
定
め
ま
す

５
．
景
観
計
画
や
景
観
条
例
は
ど
の

よ
う
に
決
め
る
の
か
。

景
観
に
対
す
る
取
り
決
め
は
、
地
域
に
住

む
住
民
の
方
々
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の

で
あ
り
、
行
政
の
み
で
検
討
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

徳
之
島
、
伊
仙
、
天
城
の
３
町
は
、

平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら

景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
し
た
！

徳
之
島
、
伊
仙
、
天
城
の
３
町
は
「
景
観
行
政
団
体
」
に
移
行
す

る
た
め
、
景
観
法
第
98
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
鹿
児
島
県
と
協

議
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
27
年
６
月
１
日
付
け
で
景
観
行
政
団
体
に

な
り
ま
し
た
。

町企画課
☎ 82―1111
（内線 222）

問
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＊体温調整の難しい小さい子供や高齢者は特に注意が必要です。
まずは体調不良にならないよう、 自己管理に気を付けましょう。

ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
表
示
は

本
当
に
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
？

熱中症に要注意！熱中症に要注意！

7 月の歯科相談日・母子手帳交付日
7 月 16 日（木）；保健センターにて
母子手帳交付受付時間；13：30 ～
歯科相談受付時間；14：00 ～ 14：30
歯科相談対象；妊婦さん・幼児・一般の方、

3か月以上歯科健診・フッ化物
を受けていないお子さん

●○マタニティクラスのご案内○●
・出産について
・リラックス法（マッサージ）
・スタイ作り
日時：7月 13 日（月）　10：00 ～ 11：30
場所：徳之島町保健センター
＊ご参加の場合はご予約よろしくお願いします。
徳之島町保健センター　　TEL：８３－３１２１

最
近
は
、
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
や
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
な

ど
の
強
調
表
示
の
あ
る
商
品
が
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。「
体
に
よ
さ
そ
う
」
と
思
っ
て
選
ぶ
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
表
示
に
は
基
準
が
あ

り
ま
す
。（
下
図
）

１
０
０
ml
あ
た
り
５
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
未
満
で
あ

れ
ば
、
「
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
」「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」
な

ど
と
記
載
で
き
る
の
で
、
５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
１
本
で
20
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
な
り
ま
す
。

缶
コ
ー
ヒ
ー
の
表
示
も
さ
ま
ざ
ま

缶
コ
ー
ヒ
ー
を
日
常
的
に
飲
む
人
は
多
い
よ
う
で
す

が
、
ひ
と
つ
の
自
動
販
売
機
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
商
品
が
あ
り
ま
す
。（
上
図
）

こ
の
よ
う
に
、
表
示
だ
け
で
は
カ
ロ
リ
ー
は
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
栄
養
成
分
表
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

栄養成分表示を見るとき

のポイント！

栄養成分表示は、100ｇ当た

りで記載されていることが多

いので注意が必要です。

例えば、下の図の表示では、

100ｇ当たり 38 キロカロリー

で内容量は 500ml なので、

38kcal×500ml ／ 100 ≒ 

190kcal となります！

栄養成分表示　100ｇ当り
エネルギー
炭水化物
ナトリウム
カリウム
カルシウム
マグネシウム
リン
鉄
ビタミンＣ
ポリフェーノール

38kcal
10.4g
25mg
108mg
1mg
3mg
7mg
0.1mg
25mg
75mg

種　類 熱量（kcal）

無　糖 ０kcal

砂糖不使用 ２５kcal

微　糖 ３５kcal

甘さ控えめ ５９kcal

梅雨が明けると、本格的な夏が到来します。暑い季節に心配なのが熱中症。重症の場合は、命に関
わることもあります。予防法やいざという時の対処法を知っておくことで、自分自身や周囲の大切な
人たちの命を守ることができます。

＊予防法

①バランスのとれた食事と十分な睡眠で、暑さに負けない体づくり
②エアコンなどの空調機器の上手な活用（冷やしすぎはダメ）
③少しゆるめの服など、風通しのよい服装で、熱がこもらないよう工夫を。
④スポーツや作業の前に十分な水分補給。大量に汗をかいた後は、スポーツドリンク等で水分と塩分の両方を補給！

＊熱中症の応急処置

①木陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめて風通しをよくする。
②濡れたタオルや保冷剤があれば、それを使って体を冷やす。
③自力で水分摂取が可能であれば、スポーツドリンクや経口保水液を飲ませる。
（意識がない場合は、上記の対応とあわせて、まず救急車を要請する）
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世界自然遺産登録への歩み

町の話題

町交歓大会特集

きまいたりちゅ

町からのお知らせ

景観団体について

健康トピックス

学校紹介（母間小学校）／
題字紹介／目次

戸籍の窓／創世記

　わきゃ校章　
昭和３４年２月制定

校章の由来
○ 児童と教師から 図案を応

募し，矢澤氏が考案した。
○ 井之川岳（母間御岳）か

ら『母』の文字を胸にした
若い鳩がはばたいている様
子をデザインした。鳩が両
翼を広げているのは『母間
で育った若い鳩が、母間御
岳に見守られつつ、世界へ
と未来へと巣立っていき、
発展していくように』とい
う願いが込められ、併せて
母間校の弥栄を願ったもの
である。

　わきゃ校章　
昭和３４年２月制定

校章の由来
○ 児童と教師から 図案を応

募し、矢澤氏が考案した。
○ 井之川岳（母間御岳）か

ら『母』の文字を胸にした
若い鳩がはばたいている様
子をデザインした。鳩が両
翼を広げているのは『母間
で育った若い鳩が、母間御
岳に見守られつつ、世界へ
と未来へと巣立っていき、
発展していくように』とい
う願いが込められ、併せて
母間校の弥栄を願ったもの
である。

わきゃ校歌 
昭和 37 年 2 月制定

       福岡正信　作詞
　　   徳山博良　作曲

１　町並み長く　連なりて
水は豊かに　人情厚く
祖先の誇り　受け継ぎて
栄光ある歴史　たたえつつ
ああ誠実の　われら母間校

            下線部は繰り返し

２　扇間の郷　地は清く
朝日に映える　学び舎に
かがやく瞳　はつらつと
あふれる希望　かざしつつ
ああ明朗の　われら母間校

３　しげる榕樹に　風かおり
学びの庭に　六つ年を
心をみがき　身を鍛え
高き理想    仰ぎつつ
ああ躍進の　われら母間校 

わきゃ校訓 
母間校魂

昭和 14 年 3 月制定

 「できないという事を言わぬ
最後まで本気でやり通す」

わきゃキャラクター 
Bomasvo　Ict　Character
母間がつお．2014 ～
母間小 ICT 化の推進による
学びのイノベーション

「わきゃ校章・校歌・校訓から、これ
からどんな学校にするか総務委員会で
話し合いました。」

○毎朝ボランティアを頑張っている学
校。あいさつがもっと元気よくでき
る学校にしたい。

　６年　尚　音葉
○学校の中をもっとピカピカにした
い。もっときれいな学校に

６年　下茂 優樹
○いじめやけんかの無い母間小学校で
す。これからも、いじめやけんかの
無い学校にしていきたいです。 　 

５年　住田 楓真
○ぼくたちは、全校みんなで話し合っ
て「あいさつをがんばる」ことをス
ローガンにきめました。母間小のみ
んなが元気なあいさつをして、明る
い学校になればいいです。

３年 安部祥太朗　

母間校魂の石碑の前で
編集委員の皆さん（母間小総務委員会）

02
04
06
08
09
13
14
15

16

index

表紙写真

夏の訪れを待つ島内の山中で、
ウケユリが優雅に白い花を咲かせ
ていました。
徳之島でのウケユリの自生は近
年確認されたばかり。環境省の
レッドデータブックで絶滅の恐れ
が最も高い絶滅危惧 1A 類に分類
されています。
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・
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徳
之
島
町
役
場
企
画
課

徳
之
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
記

(

壱)
昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本
町
に

お
い
て
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

分
科
会
・
総
合
戦
略
会
議
で
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
関
す
る
議
論
を
ふ
ま
え
、
本

町
に
お
い
て
は
、
今
年
度
中
に
「
徳
之
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

分科会は、
「子育て・教育班」「雇用・就労班」「移住・定住班」

からなり、ワークショップ形式で「まち・ひと・し
ごと創生」に関する戦略のたたき台を企画します！

総合戦略会議は、
住民代表・産業・金融・学術・労働団体・行政な

ど多分野からの参画をいただき、分科会で検討す
る戦略のたたき台をさらに磨き上げます！

町
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
１
１
０
１

E-m
ail

：kikaku2@
tokunoshim

a-tow
n.org

問

総合戦略会議

分科会


